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配当政策変更のお知らせ 

 

 当社は、平成 26 年２月 14 日開催の取締役会におきまして、平成 26年 12 月期（第 60期）の配

当から下記のとおり配当政策を変更（配当性向基準から総還元性向基準への変更）することを決

定いたしましたのでお知らせいたします。 

  

                    記 

 

 当社は、株主との良好な関係を築き続けるため、株主価値の向上と株主への利益還元を最重要

課題として位置づけ、短期的かつ長期的なバランスを考えて配当及び自己株式取得を行っており

ます。剰余金の配当につきましては、額面安定配当と配当性向安定配当とを組み合わせる方法が

最も株主還元に資すると考えております。 

 以上に基づき平成19年2月14日に、年間配当性向の目安を連結当期純利益の35％とすること、

１株当たり年間配当金の下限額を 20 円とすることを発表し、これに沿って配当を実施してまいり

ました。 

 このたび、当社は株主への還元を高めるために、平成 26 年 12 月期より配当政策を配当性向基

準から総還元性向基準に変更し、自己株式取得を含む年間総還元性向の目安を連結当期純利益の

50％に設定することといたしました。1 株当たり年間配当の下限については変更いたしません。

中間と期末の割り振りとしては、中間基準日配当は従来どおり安定的に 10円を原則とし、期末基

準日配当は 10 円または年間総還元性向 50％の目安を達成する金額のいずれか高い額といたしま

す。なお、当面配当回数は従来どおり年二回とする見込みであります。 

 当社では、今後一段と企業価値を増加させるため、内部留保の積極的な活用により、当社ビジ

ネスを強化するための投資などを行う考えです。当社は、今後も経営拡大のための投資と直接の

株主還元のバランスを考えた行動をとってまいります。 

 

以 上 


